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除草剤抵抗性雑草の抵抗性遺伝子はどう拡散するのか

伊藤 一幸植生生態ユニット

写真１ スルホニルウレア系除草剤抵抗性の
アゼトウガラシ（秋田県南外村）

はじめに

ここ数年の間に，水田に除草剤を散布しても

枯れない雑草が，全国で10種類も出現している

（伊藤 2000 。その中でも，スルホニルウレ）

ア系水田除草剤（ＳＵ除草剤）に対して，アゼ

トウガラシの除草剤抵抗性型（写真１）は，一

般の水田雑草の感受性型に比較して100倍もの

強い抵抗性を示している（伊藤ら 1999 。こ）

れは，除草剤をくり返し散布することにより，

特定の雑草が除草剤に対して抵抗性の遺伝子を

もったことを意味している。本研究では，除草

剤抵抗性の遺伝子がどのように遺伝するかを明

らかにすることを目的とした。

アゼトウガラシにおける交配の方法

水田雑草の多くは，自分の花粉で種子を作る

自殖性である。これに対して，アゼトウガラシ

とミズアオイは，他の株からの花粉で結実する

他殖性が高い水田雑草である。こうした他植性

雑草の受粉には小型のハナバチ類が関わってお

り，花粉をよく運ぶのは後肢に密毛のある雌蜂

である（松村ら 1999 。）

表１ スルホニルウレア系除草剤抵抗性と感
受性生物型アゼトウガラシの総当たり
交配によるF実生の出芽数と除草剤処1

理後の生存数

* **交配組合わせ 出芽数 生存数
♀×♂ （個） （個）

303 0Ｓ×Ｓ
184 0Ｓ×Ｓ
107 0Ｓ×Ｓ

23 21Ｓ×Ｒ
67 27Ｓ×Ｒ
66 14Ｓ×Ｒ

107 27Ｓ×Ｒ

51 49Ｒ×Ｓ
36 35Ｒ×Ｓ

127 3Ｒ×Ｓ

58 33Ｒ×Ｒ
53 11Ｒ×Ｒ
56 4Ｒ×Ｒ

年２月６日播種，２月 日出芽数調査* : 1998 19
20 21ga.i./ha** : ２月 日ピラゾスルフロンエチル

散布４月７日残草調査

この花蜂の代わりを自分でやってみようと，

水を張った鉢に育てたアゼトウガラシの花が咲

く前の日に，つぼみの花びらをそっと破って，

雄しべ４本をていねいに除き，翌日に別の花の

花粉を柱頭に人工授粉してみた。交配した組み

（ ） （ ）合わせは抵抗性型 Ｒと略す と感受性型 Ｓ

の総当たり交配とし，胚珠がＲの花にはＲとＳ

の花粉を，胚珠がＳの花にもＲとＳの花粉をそ

れぞれ交配した。そして，交配した花ごとに小

さな袋を掛けて種子が成熟するまでの１ヶ月を

待ち，採取した種子を乾燥した。その後，発芽

試験に向けて休眠を覚醒するため，約５℃の冷

蔵庫中で水に浸した種子を３ヶ月の間放置し

。 ，た 休眠が覚醒した種子を鉢の湛水土壌に播き

芽が出揃ったところで発芽数を数え，ＳＵ除草

剤の一種であるピラゾスルフロンエチルを水田

使用時と同じ濃度で散布した。



- 8 -

総あたり交配の結果

ＳＵ除草剤の散布後45日に発芽したアゼトウ

ガラシ個体の生死を判別した（表１ 。通常の）

感受性同士の交配からの幼植物は，当然ながら

すべて枯死した。Ｓ×Ｒ，Ｒ×Ｓ，およびＲ×

Ｒの交配組み合わせの幼植物では，いずれも生

存個体と枯死個体とに分かれた。

この生存個体を育成し，開花時期になって，

再び前述したようにＳの胚珠の柱頭にそれぞれ

の花から採取した花粉を受粉した。同様に採取

した種子の休眠を覚醒し，水を張った鉢に播種

して２週間後に出芽数を数えた。今度は，同じ

ＳＵ除草剤であるベンスルフロンメチルを水田

の標準使用量で散布し，生存個体数を調査した

（表２ 。）

アゼトウガラシ種子は非常に小さいため，芽

生えてから代かきをした表土と一緒に剥離して

， 。水面に漂ったり 遅れて発芽するものがあった

また，水中に発生したミジンコなどによる食害

を受けたり，定着が不良であったため，ＲとＳ

の個体分離比としては満足できる結果とはいえ

ないが，抵抗性の遺伝が優性の１遺伝子に支配

されるとした仮説を統計的にも認めることがで

きた（伊藤ら 1999，伊藤 2001 。なお，ミズ）

アオイのＳＵ除草剤抵抗性の遺伝様式について

も，アゼトウガラシと同様に，単因子優性であ

るとする結果が得られている（汪ら 1998)。

まとめ

以上の結果から，アゼトウガラシやミズアオ

イのＳＵ除草剤抵抗性の遺伝様式は，単因子優

性であり，その遺伝子は種子による拡散だけで

なく，訪花昆虫を介した花粉によっても広域に

拡散することが明らかとなった。こうした他殖

性の水田雑草におけるＳＵ除草剤抵抗性型の出

現には，短期間に周辺水田への遺伝子拡散がと

もなうために，注意を要する。
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表２ スルホニルウレア抵抗性アゼトウガラシ花粉親の戻し交雑におけるFBの分離比1 1

* ** ** *** P交配組合わせ 出芽数 生存数 死亡数 期待値 χ 値2

♀×♂ （個） （個） （個） ( )R:S

F 246 107 139 1:1 4.163 0.01Ｓ× ＞1

F 165 85 80 1:1 0.152 0.05Ｓ× ＞1

F 97 43 54 1:1 1.247 0.05Ｓ× ＞1

F 187 104 83 1:1 2.356 0.05Ｓ× ＞1

F 168 87 81 1:1 0.214 0.05Ｓ× ＞1

F 317 138 179 1:1 5.303 0.01Ｓ× ＞1

F 351 116 235 1:1 40.345 0.001Ｓ× ＜1

年 月 日播種， 月 日出芽数調査* : 1998 10 30 11 14
月 日にベンスルフロンメチルを 散布 月 日生存数調査** : 11 15 75g a.i./ha 12 25
優性１遺伝子に支配される場合の期待値*** :


